
振り返りと実行

校長 竹之内 勝

１０月６日 （金 ）の前期終業式における校長講話から

こんにちは。今日で令和５年度の前期

が終業します。笑顔の皆さんと前期を充

実して終えることができ、とてもうれしく

思っています。前期の様々な取組の中

で、皆さん一人ひとりに大きな成果があ

ったと確信しています。保護者や地域の

方々からも「ボランティアに積極的であ

ることが素晴らしい」「学力・豊かな心・

体力の向上に前向きに取り組んでいる」

「挨拶されるのがうれしい」など、たくさ

んのお褒めの言葉をいただいています。

大きな成果があふれている南中という

環境の中で、気付いていない人もいるこ

とと思いますが、確実に、大きな成果が

力となって、一人ひとりに身に付いてい

ます。

令和５年度前期、南中生一人ひとり

が、本当によく頑張りました。南中にお

ける今年度前期の生徒アンケートで、

「そう思う」と肯定的に回答した割合を、

上位から順にお知らせします。

○ ９１．１％ 「学校生活は楽しい」（徳）

○ ８５．１％ 「挨拶をしている」（徳）

○ ７９．０％ 「体力テスト『中野スタンダ

ード』達成」（体）

○ ７５．７％ 「自分にはよいところが

ある」（徳）

○ ７３．７％ 「相談事や悩みを相談

できる」（徳）

○ ７３．２％ 「保健体育の授業に興味・

関心がある」（体）

○ ７２．２％ 「自分の学力は

向上している」（知）

○ ６５．１％ 「だいたい毎日運動

している」（体）

〇 ６０．５％ 「読書を１日１０分以上

している」（知）

〇 ６０．５％ 「人や社会の役に立つ

人間だと思う」（徳）

〇 ６０．２％ 「家庭で毎日学習（予習）

している」（知）

割合が上位となっている内容は、南中

生の強みです。自信をもって、これから

も学校生活を続けていきましょう。ま

た、個々に振り返り、自身がどうであっ

たか、今後どうしていくかを決意し、実

行していきましょう。

このあと、これまでの南中での学び

が、通知表として学級担任の先生から

渡されます。通知表には、厳しいことや

耳の痛いことも書いてあるかもしれませ

ん。しかしそれは、先生方からの本音で

の励ましだと受け止め、これからの新た

なる「振り返りと実行」につなげてくださ

い。

３日間という短い秋休みだからこそで

きる決意を胸に、後期始業式である１０

月１０日（火）、更なる笑顔の皆さんに会

えることを楽しみにしています。

「ＦＯＲ２０５０（２０５０年に向けて）～

東京一さわやかなあいさつのできる学

校～」のもと、新しい一歩を踏み出す秋

休みとしてください。

学 校 だ よ り

芽 吹 き
教育目標

１ 自ら学び、考え、実践できる人になろう (賢く)

２ 思いやりのある、心豊かな人になろう (優 し く )

３ 心身ともに、たくましい人になろう (逞 し く )NO.178
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夢を実現するための「ＰＰＴの法則 」

校長 竹之内 勝

１０月 １０日 （火 ）の後期始業式における校長講話から

おはようございます。後期が始まりま

した。笑顔の皆さんと新しい一歩を踏み

出せることを、とてもうれしく思っていま

す。３日間という短い秋休みだったから

こその決意を胸に、後期も笑顔いっぱい

で生活していきましょう。

さて、後期始業式に当たり、「夢を実

現するための『ＰＰＴの法則』」について

話します。

「夢を口にし続けていたら、知らないう

ちに応援してくれる人がどんどん増え

て、気付くと大きな力になっていまし

た。」

「あきらめなければ、夢 はかなうので

す。」

これまで交流したオリンピアン、パラリン

ピアン、芸術家、職業従事者等の講演や

メディアのインタビューなどで、活躍して

キラキラ輝いている人が、このように話

す場面を見てきたことと思います。夢を

実現している人の共通点、それが「ＰＰＴ

の法則」です。

Ｐurpose（目的）

何のためにその夢が必要か

Ｐrocess（過程）

その夢の実現に

どのようなプロセスが必要か

Ｔeamwork（チームワーク）

その夢の実現が

誰かを幸せにするものか

「Ｐ Ｐ Ｔ」は、パズルのピースのようなも

のです。全てが揃って完成です。近い未

来の夢、遠い未来の夢、どんな夢でも構

いません。その夢がＰＰＴの法則に沿って

きちんと説明できるかを振り返ること

が、自分の人生の選択肢をさらに広げ

る手段でもあるのです。

「ＦＯＲ２０５０（２０５０年に向けて）～

東京一さわやかなあいさつのできる学

校～」のもと、後期も笑顔で毎日を送っ

ていきましょう。


